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はじめに

痴呆性高齢者ケアの分野では、グループホーム、ユニットケアという新しい居住 (援助)形態

の出現・普及とともに、個人の人権、尊厳、自立を重視した個別的ケアが促進されている。し

かしながら、いわゆる従来型といわれる4人 部屋を中心とする回廊式等の特別養護老人ホー

ムや老人保健施設あるいは療養型医療施設で生活する痴呆性高齢者も多く、近々にこれら

の施設のすべてがグループホームやユニットケア施設に切り替わるわけではないので、在宅

生活者を含めて居住場所を問わない「人権、尊厳、自立を重視した個別ケア」のあり方を構

築していく必要がある。

本研究では、

※「地域生活支援」は在宅生活者に限定した援助コンセプトと考えるべきではなく、居住場所

を問わず、痴呆性高齢者を含むすべての高齢者が地域を生活の場とすること

を理念として設定し、高齢者が社会と隔離された生活を送ることを余儀なくされていることが

多いのが実態である従来型特別養護老人ホ
ームと比較的外出支援を行いやすいグループ

ホームにおいて、外出支援のあり方を検討することを目的とした。目標は、ボランティア等を活

用した随意の外出支援体制の構築 (高齢者の地域社会資源の活用)である。

特別養護老人ホームに生活する高齢者の外出支援に関しては、職員や高齢者本人の意

識・意欲の問題だけではなく、財源。人手不足を原因とする援助体制の問題があり、行動の

自由に付随する事故に対するリスク。マネジメントの問題もある。家族の意識や契約のあり方と

いう問題もある。したがつて、本年度は外出支援の基礎的研究の年と考え、職員および高齢

者本人の意欲の醸成と絶対に事故のない形での外出支援の試行によるノウハウの修得を課

題とした。

結果としては、感染症の流行等突発的事態の発生により思うように進まなかった点もあつた

が、
一定の成果は得られたように思われる。このような研究は、単年度で終了・完成するもの

ではないことから、実践手法の
一般化と全国普及を目標に、今後も研究が継続されることが

望まれる。
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